
 地域SDGs×バイオテクノロジー

 ～高大連携と地域活性化に役立つバイオ研究～

 「田丸システム」とは？

高大連携プロジェクト
　
新型コロナウイルス感染症の拡大によって、
我々は地球資源の有限性や地球のCO2吸収力限
界による環境負荷、安全衛生確保といった「忘れ
ていた」社会課題を再認識させられました。人々の
ライフスタイルの変革が始まるとともに、持続的社
会形成への貢献がいっそう求められています。そ
こで、高大連携を通じた地域SDGsを推進するため
に、滝川第二高等学校・
化学同好会（兵庫県神戸
市）と連携して、地域のた
め池（杉山池（兵庫県県
神戸市））を微生物パワ
ーで浄化するプロジェク
トを展開しています。

 三重大学北勢バイオコミュニティー研究会

北勢バイオコミュニティ研究会
　
バイオ産業振興による地域活性化の一環として、2020年6月に三重大学北勢サテ

ライトにおいて「北勢バイオコミュニティ研究会」の設置が承認されました。地産地消
サプライチェーンを活用した「地域バイオコミュニティ形成」を目指して、産官学の連
携を基軸とした三重大学発のバイオ産業創成を北勢地域と中心に考える研究会と
なっています。また現在、私が理事・中部支部長を務めています日本生物工学会との
連携を取りながら、バイオ産業振興に貢献したいと考えています。

バイオリファイナリーによる
カーボンニュートラル
　
2021年ノーベル物理学賞が真鍋淑郎博士に授与され

ました。その受賞理由は、「大気と海洋を結合した物質の
循環モデル」を提唱し、二酸化炭素濃度の上昇が地球温
暖化に影響するという予測モデルを世界に先駆けて発表
したというものです。当研究室では、2050年カーボンニュ
ートラルの実現に向けた取組みとして、これまでにバイオ
テクノロジーを活用したバイオリファイナリーについて研
究を進めてきました。 

 バイオリファイナリー

【URL】 https://kyoin.mie-u.ac. jp/profile/1975.html

三重大学大学院生物資源学研究科・教授
先端科学研究支援センター・バイオインフォマティクス部門長

田丸　浩 Tamaru, Yutaka

※原料調達から製造、物流、販売といった一連の流れ
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地域バイオマスの活用
　
地域バイオマスを活用したバイオアルコール生
産については、三重県御浜町で廃棄されるみかん
残渣から「田丸システム」を用いてバイオアルコー
ルを製造し、東京パラリンピック2020の火種の燃
料としてバイオアルコールを御浜町に贈呈しまし
た。また、この取組みを高大連携の一環として、三
重県立紀南高等学校で開講されている「地域産
業とみかん」で紹介し、バイオ燃料の地産地消サ
プライチェーン※の重要性について講義する予定
です。

ざんさ

バイオアルコール

各地域に

バイオコミュニティが

できるといいな〜！

地域や地元

学生を巻き込んだ

取組みだね！

世界に先駆けた「超スマート社会」の実現
（Society5.0）に向けて健康長寿社会の形成に
向けたスマート農林水産業やバイオ関連産業と
データサイエンスを融合した超スマート社会サ
ービスプラットフォームの基盤構築を目指すと
ともに、持続可能な開発目標（SDGs）に向けた
新たな価値創出のコアとなる強みを有する技術
（ロボット、センサ、バイオテクノロジー、素材・ナ
ノテクノロジー、光・量子など）について、最新の
研究開発動向を調査することでイノベーション
と新産業創出を目指す。

バイオマスを原料としてバイオ変換した
化学品原料を生産するパイプライン
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【測位・認証等の既存システムも活用】【測位・認証等の既存システムも活用】
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人材の育成人材の育成

C. cellulovorans が分解可能なバイオマス資源
古紙、稲わら、トウモロコシ胚芽粕、サトウキビ搾り粕、柑橘果皮、
ミカン搾り粕、製紙工場スラッジ、etc...

Question
田丸システムとは？

1つのタンク内で一挙にバイオ変換！
特許第9957538号
US 9,957,538 B2
「ソフトバイオマスの分解方法」
特願2014-027308,
PCT/JP2015-059854
「アルコール製造方法」

Answer

原料

C. cellulovorans

C. acetobutylicum

有機酸：　アルコール：
蟻酸（C1）　エタノール（C2）
乳酸（C3）　イソプロパノール（C3）
酪酸（C4）　ブタノール（C4）

生産物 あらゆるバイオマスを低コス
トで有用物質にバイオ変換
する画期的な新技術！

糖化

発酵

非遺伝子組換え系！

バイオマスの特徴：★再生利用可能 ★カーボンニュートラル
成分分離・分解・糖化など

バイオマス変換プロセス

エネルギーや製品を生産・利用

各種バイオマス資源

バイオリファイナリーバイオリファイナリーオイルリファイナリーオイルリファイナリー

・海外資源、エネルギー依存度低下（エネルギーセキュリティー）
・資源循環型（再生可能資源利用）社会（地球温暖化問題）
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持続的発展可能な社会へ
CO2CO2

バイオマスニッポン

エタノール・メタノール燃料

ポリ乳酸を原料とする各種生分解性プラスチック製品
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バイオ燃料バイオ燃料 化学製品化学製品 バイオ素材バイオ素材

最新の情報はこちら
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